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はじめに 

 

 ヒナコウモリ Vespertilio sinensis はアジア東部に分布する

コウモリで，日本では北海道から九州にかけて記録され，海

蝕洞や岩の割れ目，樹洞，建物の屋根など建造物の隙間をね

ぐらとする（Fukui，2009）．近年は各地の新幹線高架の隙間

で出産哺育コロニーが見つかっている（作山ほか，2007；作

山ほか，2008；山田，2008；藤塚・箕輪，2012；重昆ほか，

2013）．  

埼玉県における集団ねぐらは，越冬期における標高約450 m

と標高約800 mの鍾乳洞（鈴木，1978），及び標高80 mと150 

mの建造物の隙間（大沢ほか，2012）のほか，標高約40 mの

上越新幹線（熊谷市小島）において，出産哺育集団および越

冬集団が確認された（大沢ほか，2013）． 

筆者らは大沢ほか（2013）で調査された地域を含む埼玉県

内の上越新幹線および東北新幹線におけるコウモリの分布調

査を越冬期及び出産哺育期に行ったので，今回ヒナコウモリ

の分布及び個体数についての報告を行う． 

 

調査地および方法 

 

 埼玉県の平野部を通過する上越新幹線（上里町神流川右岸

から桶川市環境センター付近の全長約52 km の区間）及び東

北新幹線（久喜市利根川右岸から蓮田市閏戸の全長約 16 km 

の区間）を調査地として（図 1），橋脚や橋桁の隙間（以下，

スリット）をねぐらとして利用しているヒナコウモリの調査

を行った．なお，上尾市以南の区間については，2011年7・8

月に県内全域の新幹線の側道を時速約20 km で走行し，ヒナ

コウモリのねぐらにおいて日中聞こえることの多い可聴音と

バットディテクターによる20 kHz 周辺の音声，落下したフン

により生息状況を把握したところ，音声もフンも認められず

ヒナコウモリによるスリット利用の可能性が低かったため今

回の調査地からは除外した． 

 各新幹線の調査地には 250-300 m 単位のエリアを任意に

設定して，そのエリア内のスリットのコウモリを数えた．た

だし，エリア内であっても，人家や農耕地に面していたり，

障害物によって撮影ができない等，調査ができないスリット

もあった．調査結果は該当する 1 辺約 1 km の 3 次メッシ

ュ（環境庁，1997）で整理し，便宜上メッシュには J1-J51 （上

越新幹線），T1-T8 （東北新幹線）の略号をふった． 

 調査は写真撮影により行った．スリットの真下からストロ

ボを使用してデジタル一眼レフカメラ（オリンパス社製 E-5，

ニコン社製 D700，D80 に，35 mm 判換算 100 mm 程度のレ

ンズを装着）で撮影し，コンピューター画面上で種と個体数

を確認した．なお，幼獣は密集していたり成獣に抱かれてい

た場合もあったため（図 2），体色が茶褐色である成獣の個体

数のみを集計した． 

 越冬分布調査は 2012 年 1 月 24 日から 2 月 19 日に上

越新幹線の県内最北部の群馬県境から鴻巣市まで 1593 スリ

ット（48 メッシュ）を調査した．また 2012 年 2 月 19 日

に東北新幹線の 107 スリット（7 メッシュ）を調査した．  

 出産哺育期の調査は，越冬期にコウモリの生息が確認され

たエリアを中心に，上越新幹線では 2012 年 7 月 13 日から 

19 日にかけて 705 スリット（40 メッシュ）について生息状

況を調査した．東北新幹線は 7 月 23 日に，57 スリット（3 

メッシュ）を調査した． 

 なお，調査地におけるヒナコウモリ属のコウモリは，大沢

ほか（2013）によってヒナコウモリと同定されている．本報

告における種の和名及び学名は，Sano et al.（2009）に従った．  
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表1．ヒナコウモリ新幹線高架利用状況 

図2．スリットの中のヒナコウモリ成獣と幼獣 

図3．越冬期のヒナコウモリ分布 

 

図4．出産哺育期のヒナコウモリ分布 

図1．調査範囲 
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結 果 

 

1 越冬期の分布（表1，図3） 

 上越新幹線の調査地 48 メッシュのうち上里町（3 次メッ

シュ J1，以下メッシュ記号のみ表記）から桶川市（J51）にか

けての 32 メッシュで 604 頭のヒナコウモリが確認された．

個体数が多かったのは，上里町の J1-J5 で計 161 頭，熊谷市

の J21-J24 で計 132 頭，鴻巣市の J39-J41 で計 114 頭であ

った．東北新幹線ではヒナコウモリは確認されなかった． 

 

2 出産哺育期の分布（表1，図4） 

 上越新幹線の調査地 40 メッシュのうち上里町（J1）から

鴻巣市（J42）にかけての 25 メッシュで 3680 頭のヒナコウ

モリ成獣が確認された．個体数が多かったのは，上里町の 

J3-J5 で計 269 頭，熊谷市の J20-J26 で計 1940 頭，鴻巣市

の J37-J40 で計 853 頭であった．また鴻巣市の J33 では 

359 頭を確認した．さらに，成獣が確認された 25 メッシュ

中の 23 メッシュで，まだ飛翔できないヒナコウモリの幼獣

が見られたため（図 2），出産および哺育をしていることが確

認された．東北新幹線ではヒナコウモリは確認されなかった． 

 

考 察 

 

 熊谷市小島の上越新幹線におけるヒナコウモリの越冬およ

び出産哺育については，大沢ほか（2013）によってすでに報

告されている．今回の調査によって，埼玉県内の上越新幹線

においては広く分布し，越冬期および出産哺育期ともに，大

河川である荒川や神流川に比較的近い上里町（J3-J5），熊谷市

（J21-J24）および鴻巣市（J39-J41）に分布が集中している傾

向が見られ，東北新幹線においては分布していなかったこと

が明らかになった（表1，図3，図4）． 

 大沢ほか（2013）によると，熊谷市小島においては出産哺

育が終了した 8 月上旬から個体数が減少し，9 月上旬にスリ

ットの利用が見られなくなる．その後 10 月下旬から越冬個

体が再びスリットを利用し始めるが，出産哺育期と比べて個

体数はかなり少なくなることが報告されている．今回の上越

新幹線の調査結果からも，越冬期には 1593 スリットを調査

し出産哺育期の 705 スリットよりも多いにもかかわらず，確

認された成獣は，出産哺育期が 3680 頭であるのに対して越

冬期は 604 個体と少なかった（表1）． 

 スリットは高架の中央部へ深く続き，地上から直接観察で

きない部分があり，写真撮影によって確認できた個体数より

もさらに多くの個体が生息していると考えられる．また確認

できなかったスリットであっても生息の可能性がある．隣接

する群馬県藤岡市における重昆ほか（2013）による上越新幹

線を利用するヒナコウモリの調査では，出産哺育期における，

1.2 km の範囲において，スリットから出巣する成獣が 7200 

頭以上確認されている．埼玉県においても特に個体数の多か

った熊谷市の J22 から J26 にかけてのメッシュや鴻巣市の 

J33 及び J37 から J40 のメッシュでは（表 1），藤岡市のコ

ロニーに近い大きい規模の個体群が生息している可能性が考

えられる． 

 今後は，標識調査による幼獣の帰還性や成獣の定着性，出

産哺育期と越冬期が同一の個体群なのかどうか，雄成獣がど

の程度いるのか，ラジオトラッキング調査による各期の行動

圏，糞分析による採餌動物や採餌環境などの調査を行い，ヒ

ナコウモリの基礎的なデータをさらに収集したい．また高架

スリットを同所的に利用しているヤマコウモリ Nyctalus 

aviator およびアブラコウモリ Pipistrellus abramus との関係

についても明らかにし，埼玉県内のコウモリ類保護のための

基礎的な情報を収集していく予定である．   
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